
●調査時点 令和６年４月調査（６年３月末時点）
●対象企業 ８００社
●回答企業 ４９２社（回答率：６１．５％）

（製造業２３６社、建設業４０社、卸売業７４社、
小売業８１社、サービス業６１社）

●調査時期 四半期毎〈３，６，９，１２月末時点〉

回答企業

全産業の業況DI（▲23.6）は、前回(▲17.3)に比べ(6.3)ポイントの悪化を示した。
業種別では製造業の業況DI（▲23.3）は、前回（▲19.3）に比べ(4.0)ポイントの悪化を示した。
建設業の業況DI（▲27.5）は、前回（▲18.9）に比べ(8.6)ポイントの悪化を示した。
卸売業の業況DI（▲35.1）は前回(▲20.6)に比べ(14.5)ポイントの悪化を示した。
小売業の業況DI（▲18.5）は前回(▲20.5)に比べ(2.0)ポイントの改善を示した。
サービス業の業況DI（▲14.8）は前回(▲1.6)に比べ(13.2)ポイントの悪化を示した。

【３ヵ月先見通し】
〈業況〉今回＝令和6年3月末
全産業では今回（▲23.6）から3ヵ月先（▲18.1）と5.5ポイントの改善を見通している。
製造業では今回（▲23.3）から3ヵ月先（▲12.7）と10.6ポイントの改善を見通している。
建設業では今回（▲27.5）から3ヵ月先（▲40.0）と12.5ポイントの悪化を見通している。
卸売業では今回（▲35.1）から3ヵ月先（▲21.6）と13.5ポイントの改善を見通している。
小売業では今回（▲18.5）から3ヵ月先（▲16.0）と2.5ポイントの改善を見通している。
サービス業では今回（▲14.8）から3ヵ月先（▲22.9）と8.1ポイントの悪化を見通している。

業況 売上 採算 資金繰り
３月末時点 -23.6 -19.5 -28.0 -15.4

１２月末時点 -17.3 -16.2 -24.1 -11.4

前回比 -6.3 -3.3 -3.9 -4.0

業況 ３月末時点 １２月末時点

良化 14.2 18.1

悪化 37.8 35.4 良化

DI値 -23.6 -17.3 悪化

前回比 -6.3 6.1 ＤＩ値

業況 ３月末時点 １２月末時点 業況 ３月末時点 １２月末時点

良化 15.3 17.5 良化 13.3 18.7

悪化 36.8 36.8 悪化 37.1 34.2

DI値 -21.5 -19.3 DI値 -23.8 -15.5

前回比 -2.2 4.0 前回比 -8.3 -2.3
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業況３か月先見通し

 ■全産業の業況

業況はわずかに悪化。
先行きは製造業でわずかに改善、非製造業で横ばいの見通し。
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製造業

指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回答した

 ■製造業の業況 ■非製造業の業況

　 全産業の業況３か月先の見通し
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今　回 -23.3
先行き -12.7
前回比 -4.0

対象企業 375

回答企業 236

＜製造業＞

■業種別業況DI値推移グラフ

業況DI値 業況・売上・資金繰りで横ばい、採算でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「食料品」、「木材・木製品」、「一般機械」

・わずかに改善・・・「酒造」、「織物」

・横ばい・・・・・・・・・「窯業・土石」、「精密機器」

・わずかに悪化・・・「鉄鋼・非鉄」、「金属」

・悪化・・・・・・・・・・・「ニット」、「縫製」、「印刷」、「電気機器」、「輸送用機器」、

「プラスチック」

〈採算〉

・わずかに改善・・・「食料品」、「金属」

・横ばい・・・・・・・・・「ニット」、「窯業・土石」、「一般機械」、「精密機器」

・わずかに悪化・・・「酒造」、「木材・木製品」、「印刷」、「鉄鋼・非鉄」、

「電気機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「織物」、「縫製」、「輸送用機器」、「プラスチック」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「鉄鋼・非鉄」、「一般機械」、「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「ニット」、「縫製」、「金属」、「電気機器」

・わずかに悪化・・・「酒造」、「木材・木製品」、「印刷」、「窯業・土石」、

「精密機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「織物」、「輸送用機器」

【３ヵ月先見通し】

業況・売上・採算でわずかに改善、資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「ニット」、「金属」、「一般機械」、「電気機器」、

「精密機器」

・わずかに改善・・・「輸送用機器」、「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「酒造」

・わずかに悪化・・・「縫製」、「木材・木製品」、「印刷」

・悪化・・・・・・・・・・・「織物」、「窯業・土石」、「鉄鋼・非鉄」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「織物」、「輸送用機器」

・わずかに改善・・・「窯業・土石」、「電気機器」、「精密機器」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「酒造」、「木材・木製品」、「印刷」、「金属」、

「一般機械」、 「プラスチック」

・悪化・・・・・・・・・・・「ニット」、「縫製」、「鉄鋼・非鉄」



製造業
○   コロナ借入金の返済が始まるので、資金繰りが大変です。人件費の上昇により採算等は悪くなる。

【食料品】
○　 一般消費者の消費行動が一定でなく景況が読みづらい。WHOのアルコール類への指針もあり、
　　　年々厳しくなるであろう。

【酒造】
○　 ３ヶ月先の予想として、夏は洋服の売上が減るため厳しい。日本のものづくりは、コスト高のため、
　　　１／２以下でできる海外生産が相変わらず進行している。 【縫製】
〇　 建築関連は、物件も減少傾向にあり、今後の課題となる後継技術者の育成には全く手が付けられない。

【木材・木製品】
〇　 価格転嫁できず苦労している。また、取引先に客が来なくなっている。 【木材・木製品】
〇　 人手不足。 【木材・木製品】
〇　 以前は、地元の工務店等を販売先として安定していたが、現在は、人口減少や後継者不足で地域の
　　　衰退が進んでいると感じています。 【木材・木製品】
○　 印刷業界の仕事の絶対量が確実に減少している。広告宣伝も紙ベースから電子広告ベースに移行されて
　　　きているため、とても危機感がある。 【印刷】
○　 人件費、固定費、燃料費、仕入資材の高騰により、業況が厳しい見込み。 【窯業・土石】
〇　 中小企業の賃上げがどの程度まで可能か疑問である。人材確保等々、問題は山積みです。 【金属】
〇　 原材料値上がり分の価格転嫁はほぼ済んだが、加工費分の協議はまったく進んでいない。
　　　業界問わず減産となっている。 【一般機械】
〇　 自動車関連はコロナ以前に戻ってきているが、半導体関連は未だ半分程度になっている。
　　　廃業件数が増加すると過当競争が減少すると思われる。 【一般機械】
〇　 先行き不透明。 【一般機械】
〇　 応募しても人が来なく、人手不足が続いている。 【一般機械】
〇　 製造業は全体的に受注が落ちている。（自動車関連除く）既存の取引先は在庫が余っている状態で、
　　　新規市場開拓が急務。株価の高値も金融だけの話しで、実態を伴っていないと感じる。 【一般機械】
〇　 先行き不透明。 【一般機械】
〇　 リーマンショック、震災、コロナなど、過去の経済危機と比較しても、現在の状況は悪い。 【電気機器】
〇　 賃上げ原資確保の為、顧客に対し単価アップをお願いし、交渉中。 【電気機器】
〇　 物価高の中での賃上げに苦慮している。 【電気機器】
〇　 仕入単価の上昇や諸経費の増加が課題です。 【輸送用機器】

 〇　 労務費、運送費の値上げ申請が通るようになってきた。人手不足は続いている。 【輸送用機器】
〇　 ３月になってから急に受注が増加し、先行きに不安はあるが、しばらくは忙しそうです。 【精密機器】
〇　 受注の減少が止まらず、この状況がいつまで続くのか見通しが立たない。受注単価も改善が進まない中で
　　　労働条件が課題となっている。 【精密機器】
〇　 客先から単価アップについて、一時期了承頂くが、その後はダウンの要求が有り、要求通りに出来ない
　　　場合は、次の新規案件の話が来ない現状。 【プラスチック】
〇　 価格の値上げが全てに影響している。 【プラスチック】

今　回 -27.5

先行き -40.0

前回比 -8.6

対象企業 67

回答企業 40

建設業
〇　 人員不足により、今後の計画に困っている。先行き不安材料ばかりです。 【土木】

 〇　 コロナ禍より悪化するように思う。今後の業況が恐ろしい。 【建築】

＜建設業＞

自由意見

業況DI値

自由意見

売上・採算で横ばい、業況・資金繰りでわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・わずかに悪化・・・「土木」、「建築」

〈採算〉

・横ばい・・・・・・・・・「土木」、「建築」

〈資金繰り〉

・わずかに悪化・・・「土木」、「建築」

【３ヵ月先見通し】

採算・資金繰りで横ばい、業況・売上でわずかに悪化を見通している。

〈業況〉

・横ばい・・・・・・・・・「土木」

・悪化・・・・・・・・・・・「建築」

〈資金繰り〉

・横ばい・・・・・・・・・「建築」

・わずかに悪化・・・「土木」



今　回 -35.1

先行き -21.6

前回比 -14.5

対象企業 115

回答企業 74

卸売業
〇　 売上が悪化の一途をたどっている。今後の見通しとしては、１～２年続くとみている。
　　　非常に厳しい環境にある。 【飲食料】
〇　 地元の物件が少なくなっている。 【機械器具】
〇　 先行き不透明。 【建築材料】
〇　 住宅着工減、燃料高、輸送費、人件費等コスト高により、近年に無い悪化状況。 【建築材料】
〇　 農家が高年齢で廃業するも新規就農者が増えているので売上高は良くなっていく。
　　　ただ仕入値が上昇すると、悪くなる懸念あり。 【その他】

業況DI値

自由意見

＜卸売業＞
業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに悪化を示した。
〈業況〉

・わずかに改善・・・「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「青果物」、「鮮魚」
・わずかに悪化・・・「衣服」
・悪化・・・・・・・・・・・「飲食料」、「機械器具」、「建築材料」

〈採算〉
・改善・・・・・・・・・・・「衣服」、「鮮魚」
・わずかに改善・・・「機械器具」、「その他」
・わずかに悪化・・・「青果物」
・悪化・・・・・・・・・・・「飲食料」
・大幅悪化・・・・・・・「建築材料」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「青果物」
・横ばい・・・・・・・・・「鮮魚」
・わずかに悪化・・・「機械器具」、「その他」
・悪化・・・・・・・・・・・「衣服」、「飲食料」、「建築材料」

【３ヵ月先見通し】
業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに改善を見通している。
〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「衣服」、「機械器具」、「その他」
・わずかに改善・・・「飲食料」、「建築材料」
・横ばい・・・・・・・・・「鮮魚」
・わずかに悪化・・・「青果物」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「その他」
・わずかに改善・・・「飲食料」、「機械器具」
・横ばい・・・・・・・・・「衣服」、「鮮魚」、「建築材料」
・わずかに悪化・・・「青果物」



今　回 -18.5

先行き -16.0

前回比 2.0

対象企業 138

回答企業 81

小売業
○   今年は暖冬で雪が少なく、スキー場はこれまで以上に閑散としていた。１月２月の売上は最低だった。

【中小スーパー】
○   経費の増加（ガソリン代など）が一番辛いです。 【飲食料】
○   これからコロナ融資の返済が始まり大変です。 【飲食料】
○   物価高により、賃上げ対応が難しい。 【飲食料】
○   未だかつて経験のない厳しい状況です。 【家電品】
○   原材料費の高止りが続いている。 【家電品】

 ○   賃上げに苦心している。 【家電品】
○   昨年の省エネ家電補助金により、需要が増えたが、今は反動が大きい。 【家電品】
○   顧客の財布の紐が固くなっているように感じる。新規就農者は、環境に優しい資材を求めている。

【その他】

業況DI値

自由意見

＜小売業＞
採算・資金繰りでわずかに改善、業況・売上で横ばいを示した。
〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「飲食料」
・わずかに改善・・・「衣料」、「家電品」
・横ばい・・・・・・・・・「家具・建具」
・わずかに悪化・・・「その他」
・悪化・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「自動車販売」

〈採算〉
・改善・・・・・・・・・・・「衣料」、「飲食料」
・わずかに改善・・・「家電品」、「家具・建具」
・横ばい・・・・・・・・・「その他」
・悪化・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「自動車販売」

〈資金繰り〉
・大幅改善・・・・・・・「家具・建具」
・改善・・・・・・・・・・・「飲食料」
・わずかに改善・・・「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「衣料」、「家電品」、「自動車販売」
・悪化・・・・・・・・・・・「中小スーパー」

【３ヵ月先見通し】
業況・売上・採算・資金繰り全てで横ばいを見通している。
〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「家具・建具」
・わずかに改善・・・「衣料」、「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「家電品」
・わずかに悪化・・・「飲食料」
・悪化・・・・・・・・・・・「自動車販売」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「中小スーパー」、「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「衣料」、「飲食料」、「家具・建具」
・わずかに悪化・・・「家電品」、「自動車販売」



今　回 -14.8

先行き -22.9

前回比 -13.2

対象企業 105

回答企業 61

○   材料費やエネルギー代、人件費の上昇に売上がついていかない。 【旅館・ホテル】
○   依然として人手不足が大きな問題である。 【タクシー】
○   働き手不足が解消されない。 【タクシー】
○   燃料の高騰や２０２３年問題が課題です。 【運送】
○   仕入値の上昇により、採算が取れなくなっている。 【運送】
○   物流配送鈍化の懸念大。 【自動車整備】

サービス業

＜サービス業＞

自由意見

業況DI値
業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・横ばい・・・・・・・・・「タクシー」、「運送」

・わずかに悪化・・・「自動車整備」、「情報サービス」

・悪化・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「その他」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「情報サービス」

・横ばい・・・・・・・・・「タクシー」、「運送」、「自動車整備」

・わずかに悪化・・・「観光旅館」

・悪化・・・・・・・・・・・「その他」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「観光旅館」

・横ばい・・・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに悪化・・・「運送」

・悪化・・・・・・・・・・・「タクシー」、「自動車整備」、「その他」

【３ヵ月先見通し】

売上・採算・資金繰りで横ばい、業況でわずかに悪化を見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「運送」

・横ばい・・・・・・・・・「タクシー」、「自動車整備」、「情報サービス」

・悪化・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「その他」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「タクシー」

・わずかに改善・・・「観光旅館」、「運送」、「自動車整備」

・横ばい・・・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに悪化・・・「その他」


